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開会 午後２時３０分 

 

それでは、ただいまから草津市教育委員会１２月定例会を開会

いたします。 

 

―――――日程第１――――― 

 

日程第１、「会期の決定について」でありますが、本日１日限

りといたしたいと思いますが、御異議ございませんか。 

 

― 異議なし ― 

 

異議がないようでございますので、１２月定例会は本日１日限

りといたします。 

 

―――――日程第２――――― 

 

次に、日程第２、「１１月定例会会議録の承認について」であ

りますが、あらかじめ事務局から配付され、熟読されていると思

いますが、御異議ございませんか。 

 

― 異議なし ― 

 

異議がないようでございますので、１１月定例会の会議録は承

認されたものと認めます。 

 

―――――日程第３――――― 

 

次に、日程第３、「教育長報告」に移ります。 

それではまず私の方から、報告をさせていただきたいと思いま

す。 

今年、高穂中学校が創立４０周年を迎えられましたので、その

記念事業として１１月２４日に「高穂中学校４０ｔｈＦＥＳ」が

開催されましたので、出席いたしました。当日は保護者をはじ

め、地域の皆さんも参加をいただいておりまして、１年生は「福

祉体験」、２年生は生き方学習として「たかほＷｏｒｋｉｎｇＳ
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ｕｍｍｉｔ」、３年生は「平和ポスターセッションと青年海外協

力隊の講演」、そして文化や言語、環境、防災等７分野から１９

のコーナーで構成される「ふれあい体験」というものがございま

して、こちらには地域の団体や企業からも出展があり、全学年が

参加しました。 

私は２年生の「たかほＷｏｒｋｉｎｇＳｕｍｍｉｔ」を参観を

しました。各クラスからプレゼンが行われて、それを全体で討論

して、働くということについて考えるものでした。 

生徒が考えた５つのテーマがありまして、１つ目は、人はなぜ働

くのか。２つ目は、働くことで得られるものは何か。３つ目は、

働くことがなぜ幸せにつながるのか。４つ目は、働きたくても働

けない状況とは何か。５つ目は、職業的自立のために今できるこ

とは。テーマについて議論が交わされていました。私が参観しま

した１の「人はなぜ働くのか」ということについては、「働くこ

とはすべての人が支え合っている、 

自分のためでもあるが人のためになっている」という意見を聞き

まして、中学生の職業観の視野の広さに大変驚いたところです。 

本市では様々な形でキャリア教育に力を入れていますが、学ん

だことをプレゼンし、討論することによって、自分の意見や考え

を深めるというスタイルの学習の有効性を改めて感じました。 

次に、琵琶湖の美味しさ再発見ということで、山田小学校の４

年生では毎年地域にある「山田漁業組合」の協力によって、フナ

の放流を行っていますが、その時に琵琶湖の魚の漁獲量や消費量

が減少しているということを知りました。 

そこで、琵琶湖の魚の美味しさをもっと広めたいということ

で、立命館大学の食サークル「ＢｏｈＮｏ」の皆さんとコラボし

てメニューを考え、この日は、滋賀県水産課よりホンモロコ、こ

れは琵琶湖の固有種でありますけれども、ホンモロコを提供いた

だいて、ホンモロコを使ったメニューの試作を行っていました。 

私が訪れた４年２組では、揚げたホンモロコにかけるソース作

りに挑戦されていて、「照り焼き」と「ねぎタレ」の２つのソー

スが作られて、私も一緒に試食をさせていただきました。今まで

に食べたことがない味でしたが非常に美味しく感じたところで

す。多くの子どもたちは魚嫌いが多いとも言われていますけれど

も、美味しく食べられるようにと考案されたメニューが、学校給

食の献立にも取り入れてもらうことを目標にしているようです。
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子どもたちのアイデアが実現して、ホンモロコなど湖魚の消費拡

大にも繋がるように、この活動をまた期待していきたいなと思っ

ています。 

続いては、笠縫小学校の４年生を対象に、家庭で使わなくなっ

たものや使っていないものを学校に持ち寄って、お金の代わりに

ベルマークを使用してフリーマーケットを行うという「かさっ子

環境フェスタ」が１２月１４日に開催されましたので出席いたし

ました。 

私が訪れた３時間目は、既に１回目の買い物が始まっていて、

欲しいものを探してる子どもたちで教室には大混雑していまし

た。子どもたちは欲しいものを見つけるとベルマークをお金代わ

りにして、買い物を楽しむという光景を見ました。 

そのとき教室の窓を見ると授業で学んだ新聞が掲示されていまし

た。題名は「みんなで守ろう環境新聞」と書かれたもので、ごみ

の分別やリサイクル、また地球温暖化の現状などが書かれていま

した。これまでの学びで知った環境を守る方法を実際に行動に移

した取組なんだなあということが非常によくわかりました。 

環境を守る重要性やその方法を知識として知っていることを子

どもたちが実際に行動することで、おそらく子どもたちの環境を

守る意識や行動力を培うことに繋がっているなと思っています。

このことは本市の教育でめざしております「持続可能な社会のた

めに行動・発信する子どもたちの育成」（スクールＥＳＤくさつ

プロジェクト）を意識したものであり、このような取組や実践が

市内の各校で広がっている状況です。 

来年度には本市の教育振興基本計画の策定時期を迎えますが、

このように学ぶだけで終わらず行動や発信を行い、社会を変え

る・動かす、そういった人づくりが今後の教育の大きな役割にな

ってくるんじゃないかと考えております。 

次に、市議会の１１月定例会について御報告させていただきた

いと思います。 

１１月２９日から１２月２０日の会期で開催されました市議会

１１月定例会ですが、１２月８日から１２月１２日の３日間にか

けて一般質問が行われました。８名の議員から質問をいただきま

したので、その内容を少し御紹介させていただきます。 

杉江昇議員からは、スポーツを通じた絆づくりについて、八木

良人議員からは、教育委員会によるＰＴＡの支援のあり方および
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体育館空調設備の空調方式について、藤井三恵子議員からは、生

理の貧困対策について、福田茂雄議員からは、広域避難所につい

て、小野元嗣議員からは、市内の歴史・文化資源の活用につい

て、西川仁議員からは、学校図書館および過大規模校の対応につ

いて、田中詩織議員からは、小学校における相談しやすい環境づ

くりとチーム担任制、そして子宮頸がん予防に関する取組につい

て、西垣和美委員からは、プレコンセプションケアの取組につい

て、御質問をそれぞれいただきました。質問内容や趣旨をしっか

りと受けとめまして、今後の取組の充実につなげてまいりたいと

考えています。 

答弁いたしました内容につきましては、後日ホームページにも

掲載されますので、ぜひ御覧いただければと思っております。 

また、教育委員会に関わる議案といたしまして、このたび松嶋

委員の任期満了に伴いまして、新たに教育委員として伊藤有理さ

んが任命されましたので、ここで報告をさせていただきます。 

松嶋委員におかれましては、令和元年１２月から４年間、教育

委員として大変、御尽力を賜りまして誠にありがとうございまし

た。心より感謝申し上げます。新たにお迎えする伊藤委員さんと

ともに、引き続き教育委員会一丸となって草津市の教育の向上に

努めてまいりますので、お立場は変われましても、引き続き草津

市の教育を御支援いただけると大変心強く思っております。今後

ともどうぞよろしくお願い申し上げます。 

最後になりましたが、２０２３年も残すところわずかとなって

まいりました。 

コロナ禍も一定落ち着き、学校教育活動を含め、社会経済活動

も日常を取り戻し、マスクを外した子どもたちの生き生きとした

笑顔を見ることができたこの１年でした。 

今年の漢字に「税」という字が選ばれましたが、市民の皆様から

いただいた税が、草津市の教育を通じて、皆さんの笑顔あふれる

明るい未来につながるよう、引き続き職員とともに創意工夫を凝

らしながら取組を展開してまいりたいと考えております。 

寒暖差も激しく、インフルエンザの流行も心配な時期でござい

ますが、皆さんにおかれましては健康に御留意いただきまして、

良い年末年始をお過ごしいただきたいと思います。 

以上で私からの報告とさせていただきます。 

それでは、委員の皆様から、教育全般に係る事項で御意見、御
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小辻委員 

 

 

感想等をお願いいたします。 

 

 １１月２６日に開かれました青少年育成大会に伺いました。挨

拶運動の受賞作品が飾られていまして、その表彰式も開催されて

いました。子どもと一緒に表彰式の様子や作品も拝見いたしまし

た。作品を一緒に見ながら、同い年位だけれど凄く上手だとか、

この作品はどの様な工夫がされていると思う？と会話をするきっ

かけにもなりましたし、表彰式の様子を子どもが見て、皆の前で

表彰されるのは緊張するだろうけれども凄く嬉しいだろうなとい

った素直な意見も聞けました。同じ年代の子どもが表彰されてい

る光景を見て何か感じるものがあるのだろうなと感じました。ま

た、青少年育成大会には託児があったり、たび丸くんの出演もさ

れていて私たちが退席した後もライブパフォーマンス等もあった

ようでして、児童や保護者も参加しやすい配慮もされていたと感

じました。今後も、このような機会があれば親子で参加したいと

思いますし、益々このような場がにぎわって同じように親子で参

加する方が増えるといいなと思いました。 

 最後に、私が１２月２４日で任期満了を迎えます。本日で定例

会に出席するのは最後になりますので簡単に御挨拶だけさせてい

ただきたいと思います。 

 ４年間の任期が始まって直ぐにコロナ禍になり、任期の最後の

年に私の仕事が変わり学校行事等に参加するのが難しくなったこ

ともあり、このまま教育委員を続けてもいいのかと自信をもって

務めることが難しかった時期もありましたけれども、教育長をは

じめ皆様に支えていただき何とか任期満了までつとめさせていた

だくことが出来ました。改めてこの場で感謝を申し上げたいと思

います。皆様本当にありがとうございました。これからも、保護

者として草津市の施策を見ていくと同時に私自身も今後も何か教

育に少しでも貢献出来ることがあれば、この４年間学ばせていた

だきましたので、この経験を少しでも生かせるように頑張ってい

きたいと思いますので、機会がありましたらどうぞよろしくお願

いいたします。 

 

 草津市で居場所作りをされている保護者の方と意見交換をさせ

ていただきました。フリースクールへの資金の補填や、やまびこ

が出来て非常にありがたいというお話をいただきました。子ども
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たちがほったらかしにされていない状況を行政の方からもしっか

りとアピールしたり、他都市と比べても先駆的にやっていただい

ていることもありがたいですとお話いただいて、非常に良かった

なという思いであります。この間、いろいろな所でオーバードー

ズ（市販薬の過剰摂取）等の問題もありまして、子どもたちが帰

属できる場所がやはり足りていないのかなと思いますが、その中

で草津市が今後もしっかりとそのような部分で、帰属出来る場所

があるんだよと、応援しているんだよとメッセージを発信してい

ただくということをお願いしたいと思います。草津市の教育に期

待しているという言葉もいただきましたので、私もできることを

含めて一緒にやっていきたいと思っています。 

また、街道交流館と大学の授業でシチズンシップススタディで

は、草津市の街道マップを作らせていただいておりまして、完成

に近づいてきているところでございます。街道交流館がお休みに

入られる中でいかに草津宿の魅力を教育委員会としても発信して

いけるのか、文化という意味でも教育委員会の発信を期待されて

いると思いますので、一緒に場づくりを出来ていければと考えて

おります。 

 今回、松嶋委員が御退任ということで、松嶋委員とは３年にな

りますが、いろいろとお世話になりありがとうございました。保

護者の立場でありますとかＩＴ関係の専門職としての立場ですと

かいろいろな立場から御意見をいただいて大変ありがたかったで

す。私自身もいろいろと勉強になりました。今後もいろいろな所

で活躍されて行かれると思いますが、また、草津市の教育につい

て御助言等よろしくお願いいたします。ありがとうございまし

た。 

 

 つくばウェルネスリサーチという会社が、キッズ健康アンバサ

ダーという授業をされていまして、御紹介させていただきます。

小学校で９０分のプログラムでされています。最初の１５分は大

学の先生が健康の重要性を子どもたちに説明をして、その後にオ

リンピアンとパラリンピアンから実技指導があり、その後に相手

に伝わりやすい話し方の指導を受けて、今回のプログラムで学ん

だことを家族に伝えて、子どもたちがアンバサダーになって健康

や運動の重要性を伝えていくというプログラムを見てきました。

子どもたちには、受けた後にはこんな活動をしましたというシー
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ルを貼れるようになっていて、今後も活動してくださいと認定証

書を渡されるのですけれども、スポーツの楽しさと相手に伝える

方法が学べることが、この９０分にたくさん詰まっていて面白い

取組だと感じました。 

 もう一つは、今、私は陸上のコーチ資格を取っているのですけ

れども、その中でも日本スポーツ協会と各競技団体がそれぞれ集

中講座があり、その中で「グッドコーチとは何か」ということを

どちらも強く言われるのですが、アスリートが中心である事、安

全面、選手と選手の周りの人たちとコーチ自身の幸せとは何かと

いうことをかなり強調して言われます。指導内容もあるのです

が、どちらかと言えばそれを中心に３日間集中講座を受けまし

た。 

今、部活動のことがありますが、この資格の講座を受けに行っ

た時に話される内容が技術的なものでは無いところをかなり説明

されましたので、やはり資格を持っていることは大切だなと感じ

ました。 

いろいろな協議団体の方とお話をしましたが、２つ感じたこと

がありました。１つは、トップの選手になればなるほど楽しく取

り組むということがパフォーマンスに繋がるということは知って

いるのですが、トップをめざす選手には技術的な指導が増えると

話していました。２つ目は、体の使い方が大切ということ、専門

性というよりそちらを大切にしていった方が後にパフォーマンス

が高い選手が生まれるのではないかと話していました。部活動で

は専門的な所に中学から分かれていくのですが、競技間同士の交

わりといいますか一つに絞らなくても良いのかなと、そういう所

が部活動の在り方についてのところで、非常に参考になるのでは

なかいと思って聞いておりました。 

 

 １１月２８日に令和５年度コミュニティスクールくさつ兼地域

協働合校全体研修会に参加させていただきました。 

講演では講師の井伊教授からＥＳＤ（持続可能な開発のための

教育）について分かりやすくお話しいただきました。日常の「当

たり前」を問い直す思考や、問題解決のためには異なる立場の人

と学び合い協働・協力が重要であること、その中で「最適解」を

導く力を着けていくと話されたのが印象に残っています。 

松原中学校の発表では、生徒を真ん中に学校と地域が協働して
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取り組んでいる「ＥＳＤ松原」の活動の様子を紹介していただき

ました。昨年、松原中学校を訪問した時に、草津市の農産物であ

るベジクサについてポップを作成して地域の方に発表したり、校

舎の裏で大根を栽培している様子を見させていただいたりしまし

たが、今年度は更に進化して校内での畑づくり、地域の方の協力

を得ながら生徒たち自らが活動をして、春大根を栽培していく姿

を発表されました。発表を聞いて生徒たちがいきいきと活動でき

るのは、学校としてスクールＥＳＤの魅力的なカリキュラムがし

っかりと作成されており、学校と地域のコミュニケーションがし

っかり取れているからだなと感じました。松原中のコーディネー

ターの方が大切にしていることとして、学校は今何を必要として

いるかの情報をつかんでそれに答えていく、地域の情報を提供し

ていくということを挙げられていました。そういった学校と地域

を繋ぐ地域コーディネーターの役割の大切さも感じました。これ

からも、学校と地域が協働して子どもたちが地域社会の一員とし

て課題解決に主体的に関われるような学び、挑戦を続けていって

欲しいと思います。 

１２月１３日に老上小学校を訪問させていただき、生活科の授

業の中で、老上こども園とくさつ優愛保育園モンチの５歳児が１

年生と交流する様子を見させていただきました。 

１年生は生活科の授業でどんぐりやまつぼっくり等の秋の宝物

を見つけて、それを使ったおもちゃ作りを行い、今回は年下の子

どもと遊ぶのでそれを改良してくれたそうです。 

どんぐりを使った迷路やこま、まつぼっくりを使ったけん玉も

人気でした。老上小の１年生は５クラスありますが、１年生が５

歳児とペアになって手を繋いで各教室のおもちゃ遊びに誘ってい

く様子や自分たちが作ったおもちゃの遊び方を説明する様子は本

当に堂々としていて、頼もしかったです。５歳児も楽しそうに手

を引かれながら一緒に行動する様子が見られました。３月の市の

総合教育会議で幼保小接続について話し合われた時に、今後は中

学校区ごとにまとまりを作って幼保小接続を推進していくという

話がありました。幼児課の方がちょうど来られていたのでお聞き

すると、その校区に合ったやり方で就学前の施設と小学校が交流

したりする場面が増えてきているとのことで、一歩進んだのかな

と感じました。小学生が５歳児をリードすることによって自信を

つけて成長するように、５歳児も１年生に何かをして貰うだけで
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なく自分たちができる事を発表することで自信に繋がり、小学校

を身近に感じ憧れると思います。これからも、就学前の施設の先

生方と小学校の先生方が交流について話し合う機会を定期的に持

ち、子どもの生きる力を育む幼保小接続を推進していって欲しい

と思っております。 

 

それでは、教育長報告については以上で終わらせていただきま

す。 

 

―――――日程第４――――― 

 

次に日程第４、付議事項に移ります。 

それでは、議第６４号、議第６５号「臨時代理の承認を求める

ことについて」を一括して審議いたします。 

事務局の説明を求めます。 

 

 議第６４号および議第６５号「臨時代理の承認を求めることに

ついて」学校給食センターの大野より御説明申し上げます。 

 議案書は１１ページから１８ページでございます。 

 いずれの議案も、昨日閉会いたしました１１月定例市議会に対

し、教育委員会に関連する令和５年度草津市一般会計補正予算お

よび学校給食センター特別会計補正予算を追加で提案するに当た

りまして、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の

規定に基づき、市長に意見を申し出るに当たりまして、委員会の

会議を招集する時間的な暇がございませんでしたので、草津市教

育委員会教育長に対する事務委任規則第３条の規定によりまし

て、教育長が臨時に代理をさせていただきましたことを本委員会

に報告し、その承認を求めるものでございます。 

 それでは、１４ページをお願いいたします。 

一般会計補正予算案の下の段になります歳出予算でございます

が、今回の補正予算につきましては、物価高騰に伴う小中学校の

子育て世代の経済的負担を軽減するため、小中学校における令和

５年度３学期分の給食費の保護者負担を無償化するためのもの

で、学校給食センター特別会計への繰出金負債の額１５２，３５

７，０００円を増額補正するものです。また、上段の歳入につき

ましては当該繰出金の財源といたしまして、国の物価高騰対応重
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点支援地方創生臨時交付金を活用するため、同額分の増額補正を

行おうとするものでございます。令和５年度一般会計補正予算に

つきましては以上です。 

次に、令和５年度草津市学校給食センター特別会計補正予算に

ついてでございます。 

議案者は１８ページを御覧下さい。 

歳出については、先程申し上げました国の交付金を活用させて

いただくため、一般会計からの繰入金の 

１５２，３５７，０００円増額を行うものでございます。一方、

保護者の皆様からいただきます給食費を無償といたしますことか

ら、諸収入につきましては、交付金相当分を減額するものでござ

います。令和５年度草津市学校給食センター特別会計補正予算に

係る説明は以上となります。 

以上、誠に簡単ではございますが、説明とさせていただきま

す。何卒、御承認いただきますようお願い申し上げます。 

 

ではただいまの説明について、御意見、御質問ございましたら

委員の皆様からよろしくお願いいたします。 

では、この件について御異議はございませんか。 

 

― 異議なし ― 

 

異議がないようですので、議第６４号、議第６５号は承認され

たものと認めます。 

 

―――――日程第５――――― 

 

次に、日程第５、報告事項に移ります。 

事務局の説明を求めます。 

 

報告事項１、「令和６年度草津市立認定こども園（教育認定）

の園児募集結果について」幼児課の小川が御説明させていただき

ます。 

資料につきましては、１９ページから２１ページとなります。 

２１ページ、令和６年度草津市立認定こども園（教育認定）入

園状況を御覧いただきたいと思います。令和６年度の草津認定こ
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ども園の新入園児の募集につきましては、１０月３０日から１１

月６日にかけて、申込みの受付を行いました。その結果、幼保連

携型認定こども園については草津中央おひさまこども園、矢橋ふ

たばこども園の３歳児におきまして定員超える申込みがございま

したことから、１１月１３日に抽選を行い入園者を決定いたしま

した。草津中央おひさまこども園の３歳児につきましては募集人

員の２０人を超える２１人の申込みがございましたことから、２

０人を決定し１人が待機登録されたところでございます。矢橋ふ

たばこども園の３歳児につきましては募集人員の８人を超える９

人の申込みがあり、８人を決定し１人が待機登録されたところで

ございます。 

次に、幼稚園型認定こども園につきましては老上こども園の３

歳児を除いて希望者全員を入園決定いたしました。老上こども園

の３歳児につきましては、募集人員の４５人を超える４７人の申

込みがありましたことから、１１月１３日に抽選を行い４５人を

決定し２人が待機登録ところでございます。 

以上、誠に簡単ではございますが、入園状況についての御報告

とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

 

ただいまの報告事項についての御質問等はございませんか。 

次の、報告事項２についての説明をお願いします。 

 

報告事項２「寄付受け入れ報告」について教育総務課の吉田が

御説明申し上げます。 

報告書は、２３ページでございます。 

詳細につきましては一覧表記載のとおりでございますが、寄付

品目記載の折りたたみ椅子を株式会社滋賀銀行様から、アルトサ

ックスを個人様から、花苗を草誠クラブ様から寄付いただきまし

た。 

寄付受け入れ報告につきましては以上でございます。 

 

２つの報告事項がありましたので、全般通してでも結構ですの

で、御質問があればお願いします。 

それでは、報告事項については以上で終わらせていただきま

す。 

それでは、これをもちまして１２月定例会を終わらせていただ
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きます。 

 

 

閉会 午後３時１０分 

 


